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下
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
フ
リ
ー
百
科
事
典
・
ウ
ィ
キ
ペ

デ
ィ
ア
（「
日
系
人
の
強
制
収
容
」）
か
ら
の
引
用
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
国
内
に
お
い
て
は
、こ
の
行
政
令
が
、カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
や
ワ
シ
ン
ト
ン
州
、
オ
レ
ゴ
ン
州
な
ど
の
ア
メ
リ

カ
西
海
岸
沿
岸
州
と
準
州
の
ハ
ワ
イ
地
域
に
住
み
、
市
民
権

が
与
え
ら
れ
な
い
（
あ
る
い
は
剥
奪
さ
れ
た
）
日
本
人
、
ア

メ
リ
カ
国
籍
を
持
つ
移
民
一
世
と
、
そ
の
子
孫
で
日
本
人
の

血
が
16
分
の
１
以
上
混
ざ
っ
て
い
る
日
系
ア
メ
リ
カ
人
達
の

強
制
立
ち
退
き
と
『
戦
時
転
住
セ
ン
タ
ー
』
へ
の
強
制
収
容

に
発
展
し
た
。
従
軍
中
の
日
系
人
は
収
容
こ
そ
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
除
隊
さ
れ
敵
性
外
国
人
と
み
な
さ
れ
た
り
、
軍
隊
内

で
差
別
を
受
け
る
な
ど
憂
き
目
を
見
た
。

　
「
こ
の
行
政
令
」
と
は
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

大
統
領
が
署
名
し
た
、
軍
が
強
制
的
に
「
外
国
人
」
を
隔
離

す
る
こ
と
を
認
め
た
命
令
で
す
。「
外
国
人
」
を
対
象
と
し

た
は
ず
な
の
に
、
実
際
に
適
用
さ
れ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
国
籍

を
持
つ
日
系
人
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
拡
大
解
釈
さ
れ
た
よ

う
に
見
え
ま
す
。

　

再
び
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

　

ア
メ
リ
カ
国
内
に
お
け
る
全
て
の
強
制
収
容
所
は
人
里
離

れ
た
内
陸
部
、
そ
の
多
く
は
砂
漠
地
帯
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。

し
か
も
、
逃
亡
者
を
防
ぐ
た
め
に
有
刺
鉄
線
の
フ
ェ
ン
ス
で

外
部
と
完
全
に
隔
て
ら
れ
て
い
る
上
、
警
備
員
の
銃
口
は
常

に
収
容
所
内
部
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
強
制
収
容
は
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
の
汚
点
と
考
え
ら
れ
、

　

一
九
九
二
年
に
は
再
び
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ

大
統
領
【
父
親
の
方
】
が
国
を
代
表
し
て
謝
罪
す
る
と
同
時

に
、
全
て
の
現
存
者
に
二
万
ド
ル
の
賠
償
金
が
行
き
渡
る
よ

う
に
四
億
ド
ル
の
追
加
割
り
当
て
法
に
署
名
し
成
立
さ
せ

た
。
一
九
九
九
年
に
賠
償
金
の
最
後
の
支
払
い
が
行
な
わ
れ
、

十
一
年
間
に
総
額
十
六
億
ド
ル
が
八
二
、二
一
〇
人
の
収
容

さ
れ
た
日
系
ア
メ
リ
カ
人
、
も
し
く
は
そ
の
子
孫
に
支
払
わ

れ
賠
償
を
終
え
た
。

　

な
お
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
全
米
日
系
人
博
物
館
」
に
よ
る
と
、

（
概
要
）

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
一
二
万
人
以
上

の
日
系
ア
メ
リ
カ
人
を
、
西
海
岸
か
ら
強
制
的
に
立
ち
退
か

せ
た
。
か
れ
ら
の
七
割
は
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
二
世
で
市
民

権
を
持
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
西
部
に
設
け
ら
れ

た
一
〇
ヶ
所
の
強
制
収
容
所
に
送
ら
れ
た
。
ハ
ワ
イ
の
日
系

ア
メ
リ
カ
人
は
、
人
口
比
率
が
と
て
も
大
き
か
っ
た
の
で
、

強
制
退
去
を
強
い
ら
れ
た
人
々
は
少
数
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

日
本
人
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
民
は
、
大
正
十
三
年

（
一
九
二
四
）に
成
立
し
た
ア
メ
リ
カ
の「
排
日
移
民
法（
日

本
で
の
通
称
名
）」
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
が
黄お
う
か
ろ
ん

禍
論
で
す
。
白
人
の
側

か
ら
黄
色
人
種
を
脅
威
と
み
る
見
方
で
、
明
ら
か
な
人
種
差

別
で
す
。

　

一
九
一
四
年
か
ら
一
八
年
の
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結
す

る
と
、
パ
リ
で
講
和
会
議
が
開
か
れ
ま
す
。
連
合
国
側
に
属

し
た
日
本
も
代
表
団
を
送
り
込
み
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

一
九
一
九
年
に
は
国
際
連
盟
が
設
立
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大

戦
後
の
国
際
連
合
へ
と
続
き
ま
す
。

　

国
際
連
盟
の
発
足
に
際
し
、
日
本
は
「
人
種
的
差
別
撤
廃

提
案
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
反
対
で
実
現

＊

　

日
系
人
の
西
海
岸
か
ら
の
総
立
ち
退
き
命
令
が
下
っ
た
の

は
一
九
四
二
年
三
月
二
十
日
で
、
実
施
に
移
さ
れ
た
の
が
四

月
二
十
三
日
だ
っ
た
。
戦
争
勃
発
当
時
、
太
平
洋
岸
の
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
オ
レ
ゴ
ン
州
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
な
ど
を
中
心

に
日
系
人
の
総
数
は
十
一
万
二
千
九
百
八
十
五
人
、
内
一
世

四
万
一
千
八
十
九
人
、
二
世
七
万
千
八
百
九
十
六
人
で
そ
の

比
率
は
三
十
六
％
、
六
十
四
％
で
あ
っ
た
。
太
平
洋
沿
岸
地

帯
の
防
衛
上
、
ス
パ
イ
や
側
面
的
攻
撃
の
恐
れ
を
皆
無
に
す

る
た
め
強
制
的
に
日
系
人
を
こ
の
地
か
ら
排
除
す
る
の
が
目

的
で
あ
っ
た
。

＊

　

具
体
的
に
は
指
導
的
立
場
に
あ
る
日
系
人
一
世
を
収
容
所

に
入
れ
、
二
世
を
含
む
家
族
は
内
陸
部
に
移
住
さ
せ
ま
し
た
。

安
河
内
喜
三
（
須
恵
町
出
身
）
は
一
九
四
二
年
二
月
二
十
七

日
午
後
一
時
、
サ
ン
マ
ル
カ
ス
か
ら
連
行
さ
れ
、
サ
ン
デ
ィ

エ
ゴ
郡
監
獄
に
収
監
さ
れ
ま
し
た
。
翌
日
、
北
ロ
サ
ン
ジ
ェ

ル
ス
の
タ
ハ
ン
ガ
ー
峡
谷
の
収
容
所
に
送
ら
れ
た
の
で
し
た
。

こ
の
時
、
喜
三
の
年
齢
は
六
十
九
歳
四
か
月
で
し
た
。
喜
三

の
子
、
泰
介
（
四
十
二
歳
）
も
同
様
の
目
に
あ
っ
た
の
で
す
。

三
月
十
二
日
、
バ
ス
と
列
車
を
乗
り
継
ぎ
な
が
ら
、
十
三
日

に
は
サ
ン
タ
フ
ェ
の
収
容
所
へ
と
到
着
し
ま
し
た
。

　

残
さ
れ
た
家
族
は
一
九
四
二
年
五
月
十
五
日
～
十
七
日
、

ア
リ
ゾ
ナ
州
ボ
ス
ト
ン
の
転
住
地
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。
以

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
賛
成
多
数
で
し
た
が
、
全
会
一
致
で
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
提
案
が
国
際
連
盟
の
規
約
に
盛
り
込
ま

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
人
種
差
別
撤
廃
」
に
反
対
し
た
ア
メ
リ
カ
で
、
日
本
移

民
を
排
斥
す
る
動
き
が
強
ま
り
、つ
い
に
は「
排
日
移
民
法
」

の
成
立
へ
と
至
り
ま
し
た
。

　

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
八
日
、
ア
メ
リ
カ
海

軍
基
地
の
あ
っ
た
ハ
ワ
イ
の
「
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
（
真
珠

湾
）」
を
日
本
海
軍
が
奇
襲
攻
撃
し
、
太
平
洋
艦
隊
に
大
打

撃
を
与
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
が
、
連
合
国
の
一
員
と
し
て
第

二
次
世
界
大
戦
に
参
戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
は

日
独
伊
三
国
同
盟
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
と
枢
軸
国

を
形
成
し
ま
し
た
。

　

最
も
衝
撃
を
受
け
た
の
は
日
系
の
ア
メ
リ
カ
移
民
の
人
た

ち
で
し
ょ
う
。
親
子
・
兄
弟
・
姉
妹
が
二
つ
の
祖
国
に
引
き

裂
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
安
河
内
隆
介
『
父
と
子　

日
米
に
別
れ
て
生
き
た
九
十
年
』
に
そ
の
時
の
貴
重
な
記
録

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

真
珠
湾
攻
撃
当
日
の
夜
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
は
日
系
人
数
十
人
を
収

監
し
、
そ
の
他
の
日
系
人
に
も
居
住
地
か
ら
五
マ
イ
ル
の
範

囲
以
上
に
移
動
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

以
下
は
『
父
と
子　

日
米
に
別
れ
て
生
き
た
九
十
年
』
か

ら
引
用
し
ま
す
。
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６

ま
ち
の
史
跡
め
ぐ
り




